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【事業の概要】
●全国３カ所（栃木、岡山、神奈川）において、保護者を対象としたシンポジウム（講演、会場トーク
セッション、グループワーク等で構成）を開催した。開催概要は以下の通り
・栃木 ：小・中学生の保護者向けにYoutube上での動画配信（公開期間：11/14～2/13）実施
・岡山 ：低年齢層（幼稚園、こども園）の保護者向けに開催
・神奈川：小・中・高校生の保護者向けにYoutube上での動画配信（公開期間：1/23～）実施

⇒パネリストとして有識者のみならず現役の小・中・高の生徒が1名ずつ参加した
●全国フォーラムについては2/16（火）に新型コロナウイルス感染拡大に伴い、Zoomでの完全オン
ライン配信にて開催した

ネットモラルキャラバン隊（令和２年度）

【開催の成果及び課題】
●岡山では75人、栃木、神奈川でのYoutube動画閲覧件数は計3,500回（HPアクセス数は約10倍）

と、多くの方に参加いただき、アンケート結果についても総じて高評価をいただいた
●主催者側の課題：動画配信やオンライン開催については参加者の反応が分かりづらい、アン

ケートの回答率が低下する、PTA事務局を通じた情報宣伝方法
●参加者側の反応：オンラインであれば自身の都合で何度でも見られると概ね好反応であった

アナログ感覚と
デジタルツールを
柔軟にコラボし
よう！ In 栃木

新しい生活様式での
子育てのポイント

In 岡山



ご参考：アンケート結果（栃木開催分）

分からないところを何回でも確認できる

今まで通りの講演会もWeb講演会も、それぞれ長所と短所があると思う

必要な内容をチェックするために、何回でも観られるから

いつでも、何度でも観られる。研修自体に興味があっても、都合が合わな
い方にはとてもありがたいと思った

ネット配信は何度でも見返せるから良い

会場とWebとそれぞれの良さを生かしたハイブリッド開催が良い

リアルに勝るものははいということと、動画配信があれば、参加できなかっ
た分科会の内容を知ることができるから

多くの方と共有できる

【栃木開催分（小中保護者向け）におけるアンケート結果】

■調査日 ：動画公開期間中 ■調査方法：アンケートフォームを利用 ■設問内容：シンポジウムの理解度、有用性
■調査対象者：動画視聴者 ■回答数 ：69件（視聴者全体のうちの一部） ネットモラル教育を行う上で充実してほしい情報 等

Q1.理解度 Q2.有用度 Q3.今後求める情報提供

Q4.今後の開催形式について Q5.Q4でそのように回答した理由 Q6.理解度の違いについて
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